
参考：研究データの公開・非公開等について 

（「公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方（令和３年４月２７日 内 

閣府統合イノベーション戦略推進会議）」より抜粋。 

 

公的資金による研究データについては、オープン・アンド・クローズ戦略に基づき管理・利活 

用を行う必要がある。具体的には、公的資金による論文のエビデンスとしての研究データは原則 

公開とし、その他研究開発の成果としての研究データについても可能な範囲で公開することが望 

ましい。ただし、その際、研究分野等の特性や、大学、大学共同利用機関法人、国立研究開発法 

人等のデータを管理する組織の特性に配慮して、「公開」、「共有」又は「非共有・非公開」の判 

断が行われる必要がある。 

また、研究データは、国の安全保障を確保し、我が国の産業競争力や科学技術・学術上の優位 

性を確保するために重要な情報を含む可能性がある。このため、個人情報、企業の秘密情報、研 

究の新規性、我が国の安全保障等の観点から留意すべき研究データは非公開とすることが求めら 

れる。さらに、産業競争力や科学技術・学術的な優位性を確保するためには、研究データを即時 

に公開することが適切で無い場合もありうることから、公開による利活用の促進とのバランスを 

考慮しつつ、適切なエンバーゴ（時限付き非公開）期間を設定することも想定される。 

したがって、以上のことを考慮した上で、研究データは、適切なオープン・アンド・クローズ 

戦略に基づいて、公開及び共有が実施される必要がある。言い換えれば、単純に、公開や共有を 

是とするのではなく、オープン・アンド・クローズ戦略に基づいて、合理的な理由により公開及 

び共有の範囲を研究者が設定すべきである。 

また、研究データの管理・利活用にあたっては、関係諸法令に従うとともに、データの取り扱 

いに関する各国の国内法及び EU 規則並びにデータ管理の原則である FAIR 原則等の国際的な規 

則や慣行等との整合性に十分留意する必要がある。例えば、研究データの公開・共有を行う際に 

は、これら諸法令等が遵守されている機関リポジトリ、分野別リポジトリ、汎用リポジトリ等を 

利用するなど適切な対応が求められる。 


